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1年を健康で過ごせますように～どんど焼き～
小正月に行う火祭りの「どんど焼き」が、市内各地で行われました。
これは、1月14日前後に全国的に行われているもので、集まった人た

ちは、持ち寄った団子を火であぶり、それを食べて1年間の無病息災を願
っていました。



１
月
９
日
、
黒
磯
文
化
会
館
、
三
島

ホ
ー
ル
、
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
の
３
会

場
で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
那
須
塩

原
市
で
は
１
３
５
３
人
が
成
人
を
迎
え
、

約
７
割
に
あ
た
る
９
５
２
人
が
式
典
に
出

席
し
ま
し
た
。
３
会
場
と
も
市
内
１０
中
学

校
卒
業
の
成
人
式
実
行
委
員
が
作
っ
た
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上
映
。
出
席
者
は
出
身

中
学
校
の
運
動
会
や
修
学
旅
行
の
写
真
が

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
る
と
、
当
時
を
懐
か
し

ん
で
、
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

三
島
ホ
ー
ル
の
式
典
に
出
席
し
た
栗
川

市
長
は
「
夢
の
実
現
に
向
け
て
、
自
分
に

誠
実
に
、
そ
し
て
感
謝
の
気
持
ち
と
人
を

思
い
や
る
優
し
さ
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
ま
い
進
し
て
く
だ
さ
い
」
と
成

人
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

黒
磯
文
化
会
館
で
成
人
者
を
代
表
し
て

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
松
本
友
恵
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
作
っ
て
い
く
の
は
、

私
た
ち
の
世
代
で
す
。『
信
用
は
最
高
の
宝
』

と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
誠
実
な
振
る
舞
い

で
、
困
難
が
あ
っ
て
も
逃
げ
出
さ
ず
、
自

分
で
決
め
た
道
を
信
じ
て
歩
ん
で
い
き
ま

す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
黒
磯
文
化
会
館
で
は
黒
磯
巻
狩
太

鼓
、
三
島
ホ
ー
ル
で
は
三
島
・
西
那
須
野

両
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
ハ
ロ
ー
プ

ラ
ザ
で
は
流
響
塩
原
太
鼓
に
よ
る
演
奏
が

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
新
成
人
の
門
出
を
祝

福
し
ま
し
た
。

樋口和宏さん
（黒磯中）

奥本容子さん
（黒磯北中）

大田原圭佑さん
（厚崎中）

瀬戸愛里さん
高久沙智さん
（日新中）

市内１０中学校を
卒業した

新成人に聞きま
した

これからの目標

教えてください！

（ ）は出身中学校

晴れ着姿に彩られた二十歳の集い
�

�～� 順に黒磯文化会館、三島ホール、ハロープラザの新成人。
会場内では互いの晴れ姿をカメラに収め、旧交を温めていました。
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岡崎優未さん
（東那須野中）

小幡玲奈さん
（高林中）

渡邉昂紀さん
（三島中）

片岡崇紘さん
（西那須野中）

君島里加さん
（箒根中）

君島一馬さん
（塩原中）

�
�

�

�

�
� 三島ホールで誓いの言葉を述べた星翔太さん � ハロープラザ会場
の新成人の皆さん � 恩師の先生も会場に駆けつけ祝福しました � ド
イツ人のフラウケ・ギアさんも式典に参加 �～� 再会を喜ぶ新成人の
皆さん � 恩師を囲んで記念撮影 	～
 黒磯巻狩太鼓、三島・西那
須野中のブラスバンド、流響塩原太鼓の演奏。ハロープラザは新成人も
演奏に参加しました。

�

�
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塩
原
温
泉

平
安
時
代
の
大
同
元
年
（
８
０

６
年
）に
発
見
さ
れ
、１
２
０
０
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
塩
原
温
泉
。

明
治
１７
年
（
１
８
８
４
年
）
に

塩
原
街
道
が
開
通
し
、
夏
目
漱
石

や
谷
崎
潤
一
郎
、
斉
藤
茂
吉
な
ど

の
文
人
が
訪
れ
、
そ
の
名
が
全
国

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

尾
崎
紅
葉
の
代
表
作「
金
色
夜
叉
」

は
こ
こ
塩
原
も
舞
台
と
な
っ
て
い

ま
す
。

と
う

「
塩
原
１１
湯
」
と
呼
ば
れ
る
温

泉
が
１１
地
域
に
点
在
し
、
そ
こ
か

ら
湧
き
出
す
源
泉
は
１
５
０
カ
所

に
も
及
び
ま
す
。
こ
の
多
彩
な
泉

質
と
豊
富
な
湯
量
が
特
徴
で
す
。

山
岳
地
帯
に
は
箒
川
が
流
れ
、

美
し
い
滝
や
吊
り
橋
が
数
多
く
点

在
し
ま
す
。
渓
谷
の
風
光
明
媚
な

新
緑
や
紅
葉
は
、
多
く
の
人
の
心

を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。

マ
イ
ス
タ
ー
制
度
の
誕
生

こ
の
塩
原
温
泉
が
持
つ
魅
力
を
、

多
く
の
人
に
伝
え
る
人
材
を
育
て

よ
う
と
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
塩
原

温
泉
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
（
以
下
マ

イ
ス
タ
ー
）
学
院
で
す
。

平
成
１８
年（
２
０
０
６
年
）、
塩

原
温
泉
開
湯
１
２
０
０
年
の
記
念

事
業
と
し
て
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
２
３
８
人
を
マ
イ
ス
タ
ー
と
し

て
認
定
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

現
在
５
期
目
の
学
院
生
５４
人
が
受

講
し
、
６
期
目
の
講
座
が
４
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

特 集

塩原温泉観光マイスター学院

尾崎紅葉
（国立国会図書館所蔵）

塩原温泉観光マイスター学院長インタビュー

塩
原
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

原の魅力を地域全体でお客様に
伝えることが目的でした。その

ため、当初は温泉街で観光業に関わる
人が受講者の中心でした。ご当地検定
が各地で誕生していますが、塩原温泉
では接客の向上という目的があったの
で、マイスターという形をとりました。
しかし現在は受講者の約 8割が観光業
と関係なく受講しています。本当に塩
原を愛してくださっている方が多く、
嬉しく思っています。
またマイスター学院の講師は歴史、
文学、自然などの専門家で、こちらも
塩原を愛している、すばらしい方ばか
りです。講義を受
けるためには塩原
温泉に通わなけれ
ばなりませんが、
毎月変わる景色も
魅力です。ぜひ塩
原の魅力を学んで、
何度でも足を運ん
で頂きたいと思い
ます。

自然と温泉だけではない。
感じてください。文人たちも愛した塩原の魅力を。

塩原温泉観光協会
田代茂樹会長

塩
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塩
原
温
泉
の
魅
力

明
治
の
文
人
を
は
じ
め
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
人
を
魅
了
し
続
け
て

き
た
塩
原
温
泉
。
そ
の
魅
力
と
は

何
な
の
か
。
塩
原
温
泉
観
光
協
会

に
勤
務
し
、
マ
イ
ス
タ
ー
学
院
の

講
師
も
務
め
る
大
塚
好
一
さ
ん
に

塩
原
の
魅
力
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ま
ず
は
多
く
の
文
人
が
感
動

し
た
景
色
が
残
る
自
然
。
塩
原
と

言
え
ば
紅
葉
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
新
緑
も
お
す
す
め

で
す
。
そ
れ
と
季
節
や
体
調
、
気

分
に
よ
っ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

豊
富
な
温
泉
。
今
の
季
節
は
雪
見

風
呂
が
最
高
で
す
。
そ
し
て
１
２

０
０
年
以
上
の
歴
史
も
魅
力
で
す
。

マ
イ
ス
タ
ー
を
受
講
す
る
と
文
人

が
塩
原
で
詠
ん
だ
歌
や
、
こ
れ
ま

で
塩
原
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
な
ど

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
塩
原
物
語
に
触
れ
、
そ
の

魅
力
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
」

「
温
泉
郷
」
は
塩
原
か
ら

一
定
の
地
域
に
あ
る
複
数
の

温
泉
を
総
称
し
、
温
泉
郷
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
温
泉
郷
と
い
う
表
現
は

た
や
ま
か
た
い

小
説
家
田
山
花
袋
が
１
９
１
８

年
、
そ
の
著
「
温
泉
め
ぐ
り
」

の
中
で
塩
原
１１
湯
に
使
っ
た
の

が
日
本
で
最
初
の
事
例
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
田
山
花
袋
は
「
蒲

団
」、「
田
舎
教
師
」
な
ど
の
作

品
で
知
ら
れ
る
自
然
主
義
文
学

の
作
家
で
す
。
ま
た
紀
行
文「
日

光
と
塩
原
」
の
中
で
塩
原
の
渓

谷
美
を
絶
賛
し
て
い
ま
す
。

お
お
あ
み

ふ
く
わ
た

塩
原
温
泉
郷
は
大
網
、
福
渡
、

し
お
が
ま

し
お

ゆ

は
た
お
り

も
ん
ぜ
ん

塩
釜
、
塩
の
湯
、
畑
下
、
門
前
、

ふ
る
ま
ち

な
か
し
お
ば
ら

か
み
し
お
ば
ら

あ
ら

古
町
、
中
塩
原
、
上
塩
原
、
新

ゆ

も
と
ゆ

湯
、
元
湯
と
呼
ば
れ
る
１１
湯
の

総
称
か
ら
な
り
ま
す
。

� 大塚さんおすすめの塩原の新緑 � � 紅の吊橋とその先にあるもみ
じの湯 � � 大塚さんおすすめの市指定有形文化財塩原八幡宮本殿と

さかさ りゅう か

その敷地内にある国指定天然記念物の逆杉 � 塩原10名瀑の筆頭竜化の
滝 � 尾崎紅葉の文学碑。塩原温泉には多くの文学碑が建ち並びます。

国道400号沿いに建つ
田山花袋の文学碑

塩原温泉観光協会
大塚好一さん

�

�

�

�

���
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塩原を心の底から愛する講師
の語りが魅力です。

塩原の観光

塩原の観光施設や名所を紹介しま
す。塩原11湯と呼ばれる温泉はもち
ろん、季節によって表情を変える風
景のほか、塩原の年間イベントなど
も紹介します。まさに塩原の入門講
座。これを聞けば塩原の魅力にどっ
ぷり浸かること間違いなし？
講師は塩原温泉観光協会の大塚好

一氏。 4月開催。

植物の種類がわかると景色が
変わって見えてくる。

塩原の植物

普段何気なく目にしている植物で
も、よく見るとさまざまな特徴があ
ります。教室は、多様な植物が見ら
れる標高約1000ｍの大沼とヨシ沼。
植物の名前や種類を少し知るだけで、
自然をより身近に感じることができ
ます。
講師は塩原温泉パークコンダクター
酒井三千三氏。 7月開催。

鳥の素早い動きに付いていく
のが難しい。

塩原の野鳥

湯本塩原にある湿原、大沼で双眼
鏡を片手にバードウォッチングを体
験します。静寂につつまれた大沼に
鳥の鳴き声が響き渡ります。運が良
ければオオルリが見られるかも�鳥
の生態やその見分け方についても学
びます。双眼鏡は貸し出しもしてい
ます。講師は塩原温泉パークコンダ
クターの高梨敏子氏。 5月開催。

開湯1200年の塩原温泉。その
歴史に迫ります。

塩原温泉の歴史

「人間あるところに文化が生まれ、
文化が育ったところに街が築かれ、
街あるところに繁栄が訪れる」（講師
談）塩原温泉は現在に到るまで、多
くの合戦や災害がありました。それ
を乗り越えてきた先人たちの苦労な
ど、塩原温泉の歴史に迫ります。講
師は塩原温泉郷土史研究会の君島榮
七氏。 8月開催。

「塩原の生き物が友人」と語
る講師が楽しく講義します。

大沼の生き物たち

大沼・ヨシ沼が教室です。ハッチ
ョウトンボやモリアオガエルなど貴
重な生物を見ながら塩原の自然を体
感します。モリアオガエルの産卵時
期の講座のため、白いメレンゲ状の
卵を見ることができます。生き物を
通して、塩原の自然豊かな環境を学
びます。講師は自然公園指導員の君
島章男氏。 6月開催。

塩原を流れる箒川の豊かさを
体験してもらいます。

塩原の遊び

塩原を流れる箒川は渓流釣りの有
名スポットで、大勢の釣り人が訪れ
ます。自然豊かな塩原は遊び場の宝
庫。今回は箒川に入り、講師お手製
の釣竿を使って、カジカ釣りを行い
ます。釣りの経験がなくても、楽し
みながら学べます。講師は大沼の生
き物たちでおなじみの君島章男氏。
9月開催。

塩原温泉観光マイスター学院全�講座を紹介！

第1回

第4回

第2回

第5回

平成23年度

第3回

第6回

６平成23年 2月 5日号
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地質によって異なる源泉はま
さに自然の奇跡。

塩原の地質と温泉

温泉の定義をはじめ、代表的な泉
質や温度、効能などを学びます。ま
た、地層の違いにより湧き出すメカ
ニズムや湧出量について解説します。
その他講師が実際に使う掘削機材や
温泉を掘った時に出た岩盤を見るこ
とができます。
講師は君島ボーリング会長の君島

行雄氏。10月開催。

数多くの文人を魅了してきた
塩原。その足跡に迫ります。

塩原温泉ゆかりの
文人たち

尾崎紅葉や夏目漱石、谷崎潤一郎
など多くの文人が訪れた塩原温泉。
文人たちが塩原について詠んだ歌や
滞在中のエピソードなどを学び、文
人たちが愛した塩原の魅力を感じて
もらいます。講師は那須塩原市教育
委員の臼井祥朗氏、塩原文学研究会
の千葉昭彦氏、小野崎敏子氏。12月～
2 月開催。

昨年は塩原名物の大根を使っ
た料理を試食しました。

塩原の食と観光

旅行雑誌やインターネット予約サ
イトで有名なじゃらん。そのじゃら
んで那須塩原市と大田原市の観光情
報を担当している郷たえ子氏が講師
を務めます。旅の楽しみの一つでも
ある食事。観光客はどんな食材を望
んでいるのか。地元の食材を通して
塩原の魅力を探ります。今どきの観
光情報もお伝えします。11月開催。

温泉の効能を医学的な立場か
ら解説します。

温泉療法

温泉の効能や温泉の入り方のほか、
入浴事故を避けるための予防策など
を学びます。症状（急性疾患等）に
よっては、温泉療法が適していない
こともあります。温泉についての正
しい知識を身につけ、上手に温泉を
活用するための講座です。講師は栃
木県医師会塩原温泉病院の医師が務
めます。 3月開催。

原温泉は関東有数の温泉
地です。それと季節によ

ってさまざまな表情を見せる
渓谷の美しさは、何度通って
も感動します。イベントの企
画力やマイスターの講師陣、
今回誕生するガイドの意欲の
高さを見ても、人材が豊富で
す。今後も塩原の魅力を上手
に伝え、「また来たい＝再訪意
欲の高い温泉地」になるため
に、温泉街全体でまい進して
いければと思います。

マイスターの認定はスタート。
塩原の魅力は尽きません。

認定証授与

全12講座の80%にあたる、10講座以
上に出席すると塩原温泉観光マイス
ターとして認定されます。
各講座は同じ内容を曜日を変え、

月に 2～ 3回（平日と日曜）行いま
す。

インタビュー

㈱リクルート
郷たえ子さん

塩
原
に
１
０
０
０
回
以
上

通
っ
た
じ
ゃ
ら
ん
担
当
者
が

感
じ
た
塩
原
の
魅
力
と
は
？

第9～11回

第 7回第8回

第12回

←12回の基本講座以
外に行われる特別講
座。昨年 6月の様子。

塩

平成23年 2月 5日号７



マイスター受講者の皆さんに聞きました。塩原の魅力は？受講のきっかけは？

●青山真弓さん（矢板市）
旅館で働いていますが、楽しんで
学んでいます。「自然と近い」とこ
ろが魅力です。

●山岸功子さん（西三島）
友だちと塩原に遊びに来たとき、
温泉や歴史などを話しています。
評判も上々です。

●渡辺治さん（矢板市）
自然や植物に興味があり申し込み
ましたが、講座を聞いて、文学に
も興味がわいてきました。

●阿部英一さん（弥生町）
今回で 3期連続での受講ですが、
新しい発見があります。季節ごと
の自然の流れが魅力です。

●伴直人さん（大田原市）
塩原の魅力はやはり温泉。遊歩道
を歩いたあとに入る温泉が最高で
す。11湯を制覇したいです。

●石下純夫さん（塩谷町）
塩原を歩くようになりマイスター
に興味を持ちました。 2期連続の
受講ですが楽しく学んでいます

ガ
イ
ド
団
体
設
立
へ

マ
イ
ス
タ
ー
認
定
者
か
ら
「
伝
え
る
人
」
を
養
成
。

塩
原
温
泉
観
光
協
会
で
は
、
温
泉
街
を

歩
い
て
楽
し
む
観
光
客
に
、
ガ
イ
ド
を
行

う「
塩
原
温
泉
ま
ち
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
」を

開
始
し
ま
す
。
こ
の
団
体
の
設
立
総
会
を

２
月
１７
日
に
行
い
、４
月
か
ら
ガ
イ
ド
を

本
格
的
に
開
始
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

は
土
・
日
曜
に
、
指
定
さ
れ
た
時
間
に
集

合
す
る
ツ
ア
ー（
先
着
順)

と
、
歴
史
や

文
学
な
ど
に
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
ツ
ア
ー

（
予
約
制
）
の
２
種
類
。

ガ
イ
ド
の
拠
点
は
温
泉
街
に
あ
る
Ｊ
Ｒ

バ
ス
関
東
㈱
の
空
き
店
舗
を
改
装
し
た
施

設
で
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
は
マ
イ
ス
タ
ー
の
発
展
版

で
、
認
定
者
か
ら
「
マ
イ
ス
タ
ー
で
学
ん

だ
知
識
を
生
か
し
た
い
」と
い
う
声
に
応

え
た
も
の
で
す
。
昨
年
７
月
か
ら
１２
月
ま

で「
伝
え
る
人
養
成
講
座
」と
題
し
、
マ

イ
ス
タ
ー
認
定
者
か
ら
募
集
し
た
１５
人
を

対
象
に
、
ガ
イ
ド
を
養
成
し
て
き
ま
し
た
。

全
６
回
の
講
座
で
は
受
講
者
同
士
が
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
、
ガ
イ
ド
技
術
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。

塩
原
温
泉
観
光
協
会
の
大
塚
好
一
さ
ん

は「
塩
原
の
本
当
の
魅
力
は
歩
か
な
い
と

わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
ガ
イ
ド

が
不
可
欠
。
気
軽
に
街
歩
き
を
楽
し
め
る

制
度
に
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

↑↓伝える人養成講座の様子

↓伝える人養成講座を修了した皆さん

塩原の魅力を
「教わる人」から
「伝える人」へ

第5期

８平成23年 2月 5日号



塩原は歩いてみなければわからない。
車から降り、温泉街や遊歩道を歩いて
その本当の魅力がわかる。

塩原温泉観光マイスター学院第6期生を募集します
申込期限
3 月16日�

その他
下記の申込用紙を使用する場合はこのページを
切り取って使用してください。
申し込み・問い合わせ
塩原支所産業観光建設課
〒329‐2993 那須塩原市中塩原１番地２
� 0287（32）2914
FAX 0287（32）3886

塩原温泉観光マイスター学院 第6期生申込用紙

� （ ）
FAX （ ）

歳

〒

連絡先

年 齢大正・昭和・平成 年 月 日

履修期間
4 月から来年 3月まで（全12回）

年間受講料
8,000円 ※第1回講座時にお支払いください。
申込方法
下記の申込用紙か本庁商工観光課、西那須野支所・
塩原支所の産業観光建設課の窓口にある申込用
紙に必要事項を記入し、郵送またはFAXで申し
込んでください。
定 員 60人（先着順）

フ リ ガ ナ
氏 名

生 年 月 日

住 所

メールアドレス

平成23年 2月 5日号９



国
民
年
金
保
険
料
の

便
利
な
納
付
方
法

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
書

に
よ
る
納
付
の
ほ
か
、
口
座
振
替

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
納
付

方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
保

険
料
を
納
付
に
行
く
手
間
が
省
け

る
だ
け
で
な
く
、
納
め
忘
れ
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
便
利
な
納
付
方

法
で
す
。

な
お
、
今
年
４
月
か
ら
半
年
分

ま
た
は
１
年
分
を
口
座
振
替
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
前
納
を

希
望
す
る
場
合
（
保
険
料
の
割
引

が
あ
り
ま
す
）
は
、
２
月
末
日
ま

で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

口

座

振

替

口
座
振
替
に
使
用
す
る
金
融
機

関
の
通
帳
、
通
帳
印
、
年
金
手
帳

ま
た
は
納
付
書
を
用
意
し
た
上
で
、

金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
部
の
金
融
機
関
で
は
、
金
融

機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
も
手
続
き
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
各
金
融

機
関
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
を

用
意
し
て
、
金
融
機
関
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
手
順
に

従
っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
金
融
機
関
と
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
契
約

が
必
要
で
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

「
国
民
年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
申
出
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
大
田
原
年
金
事
務

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
大
田
原
年
金
事
務

所
や
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
の
ほ
か
、
郵
送
で
も
入

手
で
き
ま
す
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
す

る
場
合
、
カ
ー
ド
会
社
へ
の
支

払
い
は
１
回
払
い
の
み
と
な
り

ま
す
。

※
利
用
で
き
る
納
付
は
「
定
額
保

険
料
」
お
よ
び
「
付
加
保
険
料

込
み
の
定
額
保
険
料
」
の
み
と

な
り
ま
す
。
一
部
納
付
（
一
部

免
除
）
の
保
険
料
の
納
付
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
半
年

分
ま
た
は
１
年
前
納
分
を
利
用

し
た
場
合
の
割
引
額
は
、
現
金

で
前
納
す
る
場
合
と
同
じ
金
額

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大
田
原
年
金
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）６
３
１
３

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

軽
自
動
車
な
ど
の
異
動
届

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
時
点
で
の
軽
自
動
車
な
ど
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
車

両
を
、
他
人
に
譲
っ
た
り
廃
車
し

た
と
き
は
、
４
月
１
日
ま
で
に
名

義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な

い
と
、
車
両
を
所
有
し
て
い
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
新
年
度
の
軽
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
手
続
き
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、

届
け
出
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
、市
民
意
見
募
集（
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
行
い
ま
す
。

前
回
は
「
下
水
道
整
備
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
意
見
募
集
を

行
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
「
下

水
道
事
業
経
営
の
あ
り
方
」
に

つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

下
水
道
事
業
の
現
状
か
ら

取
り
組
む
べ
き
課
題
を
明
確

に
し
、本
市
の
下
水
道
が
目
指

す
将
来
像
と
そ
の
実
現
に
向

け
た
今
後
１０
年
間
の
下
水
道

整
備
の
あ
り
方
、
下
水
道
事

業
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

具
体
施
策
を
策
定
す
る
も
の

で
す

募
集
期
間

２
月
１４
日
�
〜
２８
日
�

閲
覧
場
所

■西
下
水
道
課

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.city.nasushi

obara.lg.jp

提
出
方
法

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の

意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
個

人
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
目
的
以
外
に
は
使

用
し
ま
せ
ん
。

※
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電

子
メ
ー
ル
で
も
提
出
で
き

ま
す
。

※
提
出
さ
れ
た
書
面
は
返
却

で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他提

出
さ
れ
た
意
見
は
、
整

理
し
た
上
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
ま
す
。

な
お
、
個
々
の
意
見
に
直

接
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
願
い
ま
す
。

�・FAX…電話・ファックス …電子メール ■HP…ホームページアドレス

下水道中期ビジョン（案）「下水道事業経営のあり方」について意見を募集します

提出先・問い合わせ

■西下水道課

〒329-2792 那須塩原市あたご町2-3

� 0287（37）8479
FAX 0287（37）5115

gesuidou@city.nasushiobara.lg.jp

問い合わせ・届け出先

■本課税課
�0287（62）7179
■西総務税務課
�0287（37）5101
■塩総務福祉課
�0287（32）2911
箒根出張所
�0287（35）2511

栃木運輸支局（音声案内）
�050（5540）2019

軽自動車協会
�028（645）0958

軽自動車などの種類

●原動機付自転車（125cc以下）
●小型特殊自動車のうち
市・町ナンバーのもの

●二輪（125ccを超えるもの）
●小型特殊自動車のうち
栃・栃木ナンバーのもの

●軽自動車（三輪・四輪）

１０平成23年 2月 5日号



広報モニター寄稿

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
地
域

で
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る

施
設
の
一
つ
「
心
の
里
」
で
、
入

所
体
験
を
し
ま
し
た
。

施
設
は
埼
玉
小
学
校
の
そ
ば
に

あ
り
、
利
用
者
は
２0
〜
６0
歳
代
で
、

就
労
支
援
６
人
、
生
活
支
援
１3
人
。

所
長
ほ
か
６
人
の
職
員
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

9
時
、
着
替
え
て
作
業
室
に

集
合
。
朝
礼
を
し
て
作
業
開

始
。

活
支
援
グ
ル
ー
プ
は
牛
乳
パ

ッ
ク
で
紙
作
り
。
大
き
く
切

っ
て
煮
た
牛
乳
パ
ッ
ク
の
ビ
ニ
ー

ル
部
分
を
は
が
し
小
さ
く
ち
ぎ
る

す

人
。
漉
く
時
に
入
れ
る
色
紙
を
、

星
や
花
の
形
に
パ
ン
チ
す
る
人
。

外
で
は
ち
ぎ
ら
れ
た
小
片
を
ミ
キ

サ
ー
に
か
け
る
人
、
色
紙
を
混
ぜ

す
て
漉
き
乾
燥
板
に
貼
り
つ
け
る
人
。

み
ん
な
で
分
担
し
、
マ
イ
ペ
ー
ス

で
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

後
は
ダ
ル
マ
作
り
。
風
船
を

膨
ら
ま
せ
新
聞
紙
を
貼
り
つ

け
る
。
小
さ
く
ち
ぎ
る
、
大
き
い

ま
ま
貼
る
、
皆
さ
ん
さ
ま
ざ
ま
に

楽
し
ん
で
作
業
し
て
い
ま
す
。

労
支
援
の
グ
ル
ー
プ
は
小
型

の
梱
包
袋
を
10
枚
の
束
に
し

て
袋
に
入
れ
て
い
く
。
今
日
の
作

業
は
２
０
０
０
枚
。
皆
さ
ん
慣
れ

て
い
る
の
か
手
際
が
良
い
。
こ
の

作
業
を
終
え
る
と
白
い
作
業
着
と

帽
子
に
着
替
え
、
隣
の
工
房
で
ク

ッ
キ
ー
作
り
。
焼
く
の
は
１
日
お

き
だ
そ
う
で
今
日
は
生
地
を
こ
ね

る
だ
け
。
午
後
の
ク
ッ
キ
ー
作
り

を
終
え
る
と
、
今
度
は
小
物
入
れ

ひ
も

ひ
も

の
紐
付
け
と
包
装
。
紐
付
け
は
結

構
難
し
い
。

い
ず
れ
も
単
純
だ
が
根
気
と
丁

寧
さ
が
必
要
な
作
業
で
す
。
職
員

の
少
し
の
リ
ー
ド
で
皆
さ
ん
き
び

き
び
と
働
い
て
い
ま
す
。

い
つ
も
は
４
時
ま
で
な
の
で
す

が
、
今
日
は
保
護
者
会
の
日
だ
っ

た
の
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の

飾
り
付
け
や
お
茶
と
リ
ン
ゴ
を
楽

し
ん
で
、
皆
さ
ん
一
緒
に
帰
っ
て

い
き
ま
し
た
。

施
設
の
１
日
の
簡
単
な
紹
介
で

し
た
。
想
像
し
て
い
た
よ
り
明
る

く
楽
し
い
雰
囲
気
で
、
皆
さ
ん
の

笑
顔
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
利

用
者
の
個
々
の
人
格
を
尊
重
し
な

が
ら
支
援
し
て
い
く
職
員
の
努
力

を
感
じ
ま
し
た
。

「
何
を
し
て
い
る
時
が
一
番
楽

し
い
？
」
一
人
に
尋
ね
る
と
「
仕

事
を
し
て
い
る
時
が
一
番
で
す
」

と
快
活
な
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

あ
る
本
に
《
人
が
幸
福
を
感
じ
る

の
は
、
愛
さ
れ
る
、
ほ
め
ら
れ
る
、

役
に
立
つ
、
必
要
と
さ
れ
る
時
。

後
の
３
つ
は
働
く
こ
と
で
得
ら
れ

る
》
と
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が

幸
福
を
感
じ
て
く
れ
る
日
々
の
来

る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

【
広
報
モ
ニ
タ
ー

齋
藤
和
子

松
木
隆
雄
】

朝生

午就

【
事
例
１
】

貸
金
業
法
改
正
に
伴
い
急
に
新

規
の
借
り
入
れ
が
で
き
な
く
な
っ

た
。
小
口
の
現
金
が
必
要
な
事
態

が
起
き
て
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

「
即
日
融
資
。
担
保
・
保
証
人
不

要
」、「
安
心
・
合
法
」
と
の
広
告

が
・
・
・

出
向
い
て
み
る
と
、
業
者
に「
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
買
い
物
を
す

れ
ば
商
品
を
買
い
取
る
」
と
言
わ

れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
枠
限
度
額
分
の
商
品
を

購
入
。
し
か
し
、
業
者
に
は
商
品

を
購
入
価
格
以
下
で
し
か
買
い
取

っ
て
も
ら
え
ず
、
さ
ら
に
、
限
度

額
オ
ー
バ
ー
で
カ
ー
ド
が
使
え
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
事
例
２
】

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
、
業
者

指
定
の
商
品
を
購
入
す
れ
ば
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
を
す
る
と
説
明

を
受
け
、
商
品
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ

ッ
ク
も
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
魅
力

で
契
約
を
し
、
商
品
と
購
入
価
格

の
７５
％
の
現
金
を
受
け
取
っ
た
。

し
か
し
、
商
品
そ
の
も
の
に
値
打

ち
が
あ
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。

し
か
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
支
払
い
が

残
っ
て
い
る
の
に
現
金
の
手
持
ち

が
な
く
て
返
済
で
き
な
い
。

《

注
意
点

》

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
枠
の
現
金
化
」
を
利
用

す
る
と
、
一
時
的
に
現
金
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
そ
の

金
額
よ
り
も
高
額
な
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
支
払
い
に
追
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
換
金
目
的
で
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
規
約
に
違
反

す
る
行
為
で
あ
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
業

界
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
利

用
し
た
消
費
者
が
退
会
処
分
等
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
場
合
に
よ
っ
て
は
、
詐

欺
罪
（
刑
法
第
２
４
６
条
）
な
ど

に
抵
触
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

絶
対
に
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁舎（黒磯） ■西…西那須野庁舎 ■塩…塩原庁舎

「
心
の
里
」
の
１
日

〜
笑
顔
で
過
ご
せ
る
た
め
に
〜

問
い
合
わ
せ

■本
秘
書
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
０
９

気
を
つ
け
よ
う
！

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

現
金
化
」
の
甘
い
罠

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
〜
バ
ス
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
前
下
車
）

�
０
２
８
７（
６３
）７
９
０
０

開
設
時
間

平
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

かみ す

紙漉き作業の様子

みんなでクリスマス
ツリーの飾り付け

平成23年 2月 5日号１１



介
護
予
防
の
た
め
の

基
本
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す

返
信
期
限
は
２
月
１８
日
�
で
す

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
要

支
援
、
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て

い
な
い
６５
歳
以
上
（
平
成
２３
年
４

月
１
日
現
在
）
の
人
を
対
象
に
郵

送
し
て
い
る
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
の
返
信
は
済
ん
で
い
ま
す

か
。介

護
予
防
の
た
め
、
心
や
身
体

の
働
き
の
ほ
か
、
日
常
生
活
を
送

る
た
め
の
動
作
や
能
力
な
ど
の

「
生
活
機
能
」
を
、
２５
項
目
の
質

問
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

返
信
さ
れ
た
回
答
を
も
と
に
生

活
機
能
を
判
定
し
た
結
果
、
生
活

機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
る
人
に
は
、

後
日
、
市
か
ら
生
活
機
能
の
維

持
・
向
上
の
た
め
の
介
護
予
防
事

業
等
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
高
齢
福
祉
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
３
９
２

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

Introduction of

ALT

隔月で市内のALTを紹介しています。

タイラー・ロバーツ先生

私はアメリカのオハイオ州から来ました。私の生ま
れた街ペリーは人口2,000人ほどの小さな街で、カナ
ダに近い北部に位置しています。そのため冬はとても
寒くて、雪がたくさん降ります。
今回の来日は 2回目になります。 3年前に初めて日
本へ来て、 1年間東京の大学に通っていました。アメ
リカの大学に戻ってからも、日本での充実した楽しい
日々が忘れられず、また日本で暮らしたいと考えてい
ました。そのため、卒業後は日本での仕事を探し、幸
運にも、英語を教えるALTという仕事に就くことがで
きました。
現在は、三島中学校と槻沢小学校で英語を教えてい
ますが、先生も子供たちもみんな素晴らしい人ばかり
で毎日がとても楽しいです。私は、日本語がある程度
話せるので日常生活において困ることは少ないのです
が、食べ物の好き嫌いがあるため、食事で苦労するこ
とがあります。
先日も知人に「ふぐ」をご馳走になったのですが、
なかなか口にすることができませんでした。というの
も、ふぐには毒があると聞いていたからです。しかし、
何度も「おいしいから食べてごらん」とすすめるので、
やっとの思いで一口食べてみたらおいしいのでびっく
りしました。それ以外にも知らないことや驚くことが
たくさんありますが、人も自然も豊かな那須塩原市で
働けることをとても嬉しく思っています。

�（0287）
（62）9655

（60）3361

（73）2550

（60）1331

（65）2972

（37）8183

（37）1683

（35）3745

所在地

住吉町5－10

東原166

鍋掛1416－3

野間453－23

大原間83

上赤田238－658

井口533－11

下田野282－6

名 称

地域包括支援センター寿山荘

稲村いたむろ地域包括支援センター

地域包括支援センターあぐり

地域包括支援センターさちの森

地域包括支援センター秋桜の家

西那須野西部地域包括支援センター

地域包括支援センターとちのみ

しおばら地域包括支援センター

１２平成23年 2月 5日号



お
知
ら
せ

知
っ
て
い
ま
す
か

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練

促
進
費
等
給
付
事
業

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
、
専

門
的
な
資
格
取
得
の
た
め
に
２
年

以
上
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
、

生
活
の
負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
、

一
定
期
間
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対

象
２０
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
で
、
次

の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
人

①
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ

と
②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
か
、
ま
た
は
同
様
の
所

得
水
準
に
あ
る
こ
と

③
養
成
機
関
に
お
い
て
、
２
年
以

上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、

対
象
資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ

る
こ
と

④
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
⑤
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
と
の

両
立
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と

⑥
過
去
に
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓

練
促
進
費
等
給
付
金
を
受
給
し

て
い
な
い
こ
と

対
象
資
格

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育

士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
支
給
額

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

月
額

１４
万
１
０
０
０
円

・
市
町
村
民
税
課
税
世
帯

月
額

７
万
５
０
０
円

そ
の
他

給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め

に
は
、
養
成
機
関
で
の
修
業
前

に
事
前
相
談
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
次
の
窓
口
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

■本
子
ど
も
課

�（
６２
）７
１
３
８

■西
市
民
福
祉
課�（

３７
）６
２
３
１

■塩
総
務
福
祉
課�（

３２
）２
９
１
２

人
権
擁
護
委
員
を

紹
介
し
ま
す

こ
の
度
、
１
月
１
日
付
け
で
、

き
く
ち
菊
地
つ
よ
し

氏
が
人
権
擁
護
委
員
に
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
て
人
権
擁
護
の
た

め
の
幅
広
い
活
動
を
行
う
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
現
在
、
市
内

で
は
１３
人
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
学
校
や
街
頭
な

ど
で
の
啓
発
活
動
、
人
権
作
文
の

審
査
の
ほ
か
、「
人
権
相
談
」（
相

談
室
を
設
け
て
人
権
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
）
の
相
談
員
も
務
め
ま
す
。

「
人
権
相
談
」
の
開
設
日
時
・

場
所
は
、
毎
月
「
広
報
な
す
し
お

ば
ら
２０
日
号
」
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
社
会
福
祉
課�（

６２
）７
１
３
５

ご
み
の
野
外
焼
却

（
野
焼
き
行
為
）
は

や
め
ま
し
ょ
う

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
た
ご
み

を
「
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
焼
却
」

し
た
り
、「
ド
ラ
ム
缶
や
簡
易
焼

却
炉
な
ど
を
用
い
て
焼
却
」
し
た

り
す
る
、
い
わ
ゆ
る
野
外
焼
却

（
野
焼
き
行
為
）
は
法
律
で
原
則

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
野
外

で
焼
却
せ
ず
に
、
地
区
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
か
、
那
須
塩

原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込

む
な
ど
、
決
め
ら
れ
た
方
法
で
処

理
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
規
定
を
満
た
す
剪
定
枝

お
よ
び
落
ち
葉
に
つ
い
て
は
、
既

に
堆
肥
化
事
業
を
開
始
し
、
無
料

で
回
収
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
次
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
対
策
課�（

６２
）７
１
４
４

BEAM’S ベースボールクラブスポーツ少年団
スクール生（小・中学生）・クラブ生（小学生）募集
活動場所：稲村小、黒磯中、BS体育館
活動日時：火・金曜日 19：00～21：00

（クラブ生は、土・日曜の日中、練習・試合あり）
コ ー ス：週 1回（月 4回）または週 2回（月 8回）
入 会 金：5,000円
月 料 金：週 1回コース 2,000円、週 2回コース 4,000円
連 絡 先：BEAM’S 代表 片山博実 TEL 090‐9675‐8235

財）日本体育協会 軟式野球公認コーチ

広 告

■本市役所本庁舎
〒325‐8501 共墾社１０８番地２

■西西那須野庁舎
〒329‐2792 あたご町２番３号

■塩塩原庁舎
〒329‐2993 中塩原１番地２

箒根出張所
〒329‐2801 関谷１２６６番地４

平成23年 2月 5日号１３

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



差
押
財
産
の

公
売
を
行
い
ま
す

納
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

２
月
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
で

は
、
初
め
て
車
の
公
売
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

※
差
押
に
係
る
徴
収
金
が
納
付
さ

れ
た
場
合
な
ど
に
は
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

参
加
申
込
期
間

２
月
１６
日
�
午
後
１
時
〜

２８
日
�
午
後
１１
時

そ
の
他

公
売
財
産
の
内
容
な
ど
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

Yahoo!

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

の
サ
イ
ト

（
■HPhttp

://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

）で
確
認
し
て
く

だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

■本
収
税
課

�（
６２
）７
１
９
０

不
動
産
の

公
売
を
行
い
ま
す

公
売
予
定
不
動
産
の
概
要

①
埼
玉
字
稲
村
８
番
９９

山
林
（
現
況
：
宅
地
）

２
７
６
㎡

②
埼
玉
字
稲
村
８
番
１
０
０

山
林
（
現
況
：
宅
地
）

２
７
２
㎡

③
埼
玉
字
稲
村
８
番
地
１
０
０
、

８
番
地
９９

事
務
所
・
倉
庫
（
平
成
元
年
新

築
）、鉄
骨
造
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板

葺
平
家
建

３
３
４
・
９
５
㎡

参
加
申
込
期
間

２
月
１６
日
�
〜
２８
日
�

申
込
・
入
札
方
法

Yahoo!

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

の
サ
イ
ト
に
よ
る

問
い
合
わ
せ

宇
都
宮
県
税
事
務
所
特
別
徴
収

指
導
担
当

�
０
２
８（
６
２
６
）３
１
７
１

沓
掛
�
地
区

地
籍
調
査
結
果
の
閲
覧

開
始

平
成
２１
年
度
に
立
会
い
調
査
を

実
施
し
た
沓
掛
Ⅲ
地
区
地
籍
調
査

事
業
の
結
果
を
、
国
土
調
査
法
第

十
七
条
の
規
定
に
よ
り
閲
覧
で
き

ま
す
。

今
回
閲
覧
で
き
る
地
図
お
よ
び

簿
冊
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

実
施
し
た
一
筆
地
調
査
に
基
づ
い

て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

閲
覧
の
結
果
、
誤
り
な
ど
が
あ

る
場
合
に
は
、
こ
の
期
間
内
に
訂

正
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
の
で
、

必
ず
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
期
間
経
過
後
に
、
県
の
認

証
を
受
け
て
法
務
局
に
送
付
し
ま

す
。
法
務
局
で
は
、
こ
の
成
果
に

基
づ
い
て
登
記
簿
の
表
題
部
を
書

き
換
え
、
同
時
に
現
在
の
公
図
に

代
わ
っ
て
新
し
い
地
籍
図
を
備
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

閲
覧
期
間

２
月
１６
日
�
〜
３
月
７
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
、
日
曜
を
除
く
。
た
だ
し
、

３
月
５
日
�
・
６
日
�
は
閲
覧

が
で
き
ま
す
。

閲
覧
場
所

市
役
所
農
林
整
備
課

※
３
月
５
日
�
、
６
日
�
は
東
那

須
野
公
民
館
。

持
参
す
る
物

印
か
ん（
認
め
印
）

問
い
合
わ
せ

■本
農
林
整
備
課�（

６２
）７
１
６
１

市
内
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
の
記
録
事
業
が
コ

ン
ク
ー
ル
で
入
選

市
教
育
委
員
会
が
進
め
て
い
る

市
内
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
記

録
事
業
の
２１
年
度
記
録
作
品
が
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
文
化
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
主
催
の
「
第
８
回
全
国
地
域

映
像
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
「
奨
励
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
か

ら
、
郷
土
芸
能
や
、
祭
り
、
地
方

文
化
の
映
像
記
録
を
募
り
、
顕
彰

す
る
も
の
で
、
毎
年
グ
ラ
ン
プ
リ

な
ど
５
作
品
が
選
ば
れ
、
地
域
文

化
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
全
国
配
信
さ
れ
ま
す
。

今
回
受
賞
し
た
の
は
、
関
谷
・

下
田
野
地
区
に
伝
承
さ
れ
る
「
関

谷
囃
子
」
を
記
録
し
た
作
品
で
す
。

こ
の
作
品
は
、
市
の
図
書
館
で
貸

出
し
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■西
生
涯
学
習
課�（

３７
）５
４
１
９

体育施設等休館のお知らせ
修繕工事のため、市営体育館が臨時休館になります。

問い合わせ

くろいそ運動場
�（60）1113

にしなすの運動公園
�（36）4785

三島体育センター
�（36）4787

塩原B&G海洋センター
�（32）5255

期 間

3 月28日（月）
～ 4月 3日（日）

3月14日（月）
～20日（日）

3月22日（火）

3月 7日（月）
～14日（月）

3月22日（火）
～27日（日）

施設名

くろいそ運動場
体育館
（アリーナ、ステージ）

にしなすの運動公園
体育館
（メインアリーナ）

にしなすの運動公園
体育館（全施設）

三島体育センター
体育館（アリーナ）

塩原B&G海洋センター
体育館（アリーナ）
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箒
根
地
区
消
防
防
災

訓
練
を
行
い
ま
す

当
日
は
、
消
防
防
災
訓
練
の
た

め
箒
根
地
区
の
サ
イ
レ
ン
（
近
火

信
号
）
を
鳴
ら
し
ま
す
。
ま
た
、

消
防
自
動
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
な
が
ら
出
動
す
る
の
で
、
火
災

と
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
訓
練
に
伴
い
会
場
周
辺

で
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
ゆ
〜
バ
ス
」
は
、
正
常
運
行

と
な
り
ま
す
。

と

き

２
月
２８
日
�

午
前
９
時
３０
分
〜
１０
時

と
こ
ろ

大
貫
小
学
校

問
い
合
わ
せ

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

塩
原
分
署

�（
３２
）２
９
４
９

■塩
総
務
福
祉
課�（

３２
）２
９
１
１

確
定
申
告（
医
療
費
控
除
）用

こ
ど
も
医
療
費
助
成
額
確
認

書
を
交
付
し
ま
す

対

象
こ
ど
も
医
療
費
助
成
を
受
け
て

い
る
小
学
１
〜
６
年
生
の
保
護

者
の
う
ち
、
所
得
税
の
確
定
申

告
で
医
療
費
控
除
を
す
る
人

（
た
だ
し
、
平
成
２２
年
中
の
医

療
機
関
な
ど
へ
の
支
払
い
分
が
、

医
療
費
控
除
に
該
当
す
る
場
合

に
限
る
）

確
認
書
の
内
容

こ
ど
も
医
療
費
で
助
成
し
た
金

額
（
助
成
見
込
み
額
を
含
む
）

を
記
入
し
た
も
の

※
確
認
書
の
交
付
に
は
申
請
か
ら

１
週
間
程
度
の
期
間
が
か
か
り

ま
す
。
交
付
日
は
受
け
付
け
時

に
連
絡
し
ま
す
。

受
付
開
始
日

２
月
７
日
�

受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

■本
保
健
課

�（
６２
）７
１
４
３

■西
市
民
福
祉
課�（

３７
）５
１
０
３

■塩
総
務
福
祉
課�（

３２
）２
９
８
８

県
民
満
足
度
調
査
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

県
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
栃
木
県
重
点
戦
略
「
新

と
ち
ぎ
元
気
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
る

取
組
に
対
す
る
「
満
足
度
」
や

「
重
要
度
」
な
ど
に
つ
い
て
、
県

民
の
皆
さ
ん
の
率
直
な
意
見
を
う

か
が
う
た
め
、
県
民
満
足
度
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
政
策
評
価
な
ど

今
後
の
県
政
運
営
に
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

調
査
期
間

２
月
１
日
�
〜
２８
日
�

調
査
対
象

県
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
通
学

し
て
い
る
人

調
査
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵
送

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
方

法
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
調
査
票
の
郵
送
を
希
望
す
る
人

は
、
次
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
調
査
票
は
、
県

民
セ
ン
タ
ー
・
県
民
相
談
室
に

も
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
総
合
政
策
課

�
０
２
８（
６
２
３
）２
２
０
６

募
集

那
須
塩
原
市
施
設
振
興

公
社
臨
時
職
員
募
集

対

象
１８
〜
６４
歳
（
平
成
２３
年
４
月
１

日
現
在
）
ま
で
の
市
民

募
集
人
員

１５
人
程
度

雇
用
期
間

・
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
３１
日

・
４
月
１
日
〜
１１
月
３０
日

・
５
月
１６
日
〜
１１
月
１５
日

※
休
日
は
指
定
す
る
日
。

勤
務
時
間

各
勤
務
施
設
の
勤
務
表
に
よ
る

勤
務
施
設

鳥
野
目
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、

黒
磯
地
区
都
市
公
園
、
板
室
健

康
の
ゆ
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
、

黒
磯
文
化
会
館
、
に
し
な
す
の

運
動
公
園
、
烏
ケ
森
公
園
、
箱

の
森
プ
レ
イ
パ
ー
ク
、
塩
原
温

泉
華
の
湯

業
務
内
容

各
施
設
の
管
理
運
営
業
務
（
事

務
補
助
、
受
付
、
清
掃
な
ど
）

賃

金

７
６
０
円
／
時
間

※
黒
磯
文
化
会
館
の
み
７
３
０
円

／
時
間
。

※
公
社
規
程
に
よ
る
特
別
手
当
あ
り
。

通
勤
手
当

勤
務
先
ま
で
片
道
２
㎞
以
上
の

場
合
、
通
勤
手
当
を
支
給

社
会
保
険
等

社
会
保
険
・
労
働
保
険
加
入

※
各
勤
務
形
態
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

募
集
期
間

２
月
５
日
�
〜
１７
日
�

申
込
方
法

所
定
の
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市
施

設
振
興
公
社
総
務
担
当
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い

※
履
歴
書
は
、
次
の
施
設
に
あ
り

ま
す
。

・
に
し
な
す
の
運
動
公
園

�（
３６
）４
７
８
５

・
鳥
野
目
河
川
公
園

�（
６２
）７
６
０
０

・
箱
の
森
プ
レ
イ
パ
ー
ク

�（
３２
）３
０
１
８

・
黒
磯
文
化
会
館�（

６３
）３
２
１
９

そ
の
他

・
面
接
日
な
ど
は
後
日
連
絡
し
ま

す
・
勤
務
時
間
や
社
会
保
険
な
ど
は
、

勤
務
場
所
や
勤
務
形
態
よ
り
異

な
る
の
で
、
詳
し
く
は
次
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�
市
施
設
振
興
公
社
総
務
担
当

（
に
し
な
す
の
運
動
公
園
事
務

所
内
）

�（
３６
）４
７
８
５

平成23年 2月 5日号１５

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



生
活
支
援
員
等
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の

小
中
学
校
で
働
く
生
活
支
援
員
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。

対

象

２０
〜
５０
歳
の
人

※
生
徒
相
談
員
は
２０
〜
６５
歳
の
人
。

募
集
人
数

若
干
名

職
種
お
よ
び
職
務
内
容

・
図
書
支
援
員

図
書
お
よ
び
図
書
室
の
整
備
・

充
実
な
ど
を
行
う
。

・
生
徒
相
談
員

中
学
校
の
生
徒
指
導
の
支
援
を

行
う
。

・
生
活
支
援
員

小
学
校
の
要
配
慮
児
童
の
学
校

生
活
を
支
援
す
る
。

雇
用
期
間

４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
２５
日

勤
務
時
間

・
図
書
支
援
員

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
の
う
ち
、

４
時
間
（
週
２
日
勤
務
）

・
生
徒
相
談
員
、
生
活
支
援
員

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
の
う
ち
、

５
時
間
４５
分
（
休
憩
４５
分
）

勤
務
場
所

市
内
の
小
・
中
学
校

賃

金

・
図
書
支
援
員
、
生
徒
相
談
員

７
３
０
円
／
時
間

・
生
活
支
援
員１

０
０
０
円
／
時
間

諸
手
当

勤
務
先
ま
で
片
道
２
㎞
以
上
の

場
合
、
通
勤
手
当
を
支
給

申
込
期
限

２
月
２１
日
�

申
込
方
法

履
歴
書
（
市
販
の
も

の
で
よ
い
）
を
次
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■西
教
育
総
務
課�（

３７
）５
２
３
１

広
報
モ
ニ
タ
ー
（
ま
ち

か
ど
通
信
員
）
募
集

対

象

２０
歳
以
上
の
市
民
で
、

公
務
員
で
な
い
人
（
非
常
勤
特

別
職
を
除
く
）

募
集
人
数

１０
人
以
内

活
動
内
容

・
広
報
な
す
し
お
ば
ら
に
関
す
る

意
見
・
要
望
の
提
出

・
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
年
３
〜
５
回

程
度
）
へ
の
出
席

・
市
内
の
施
設
や
地
域
の
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
の
取
材

・
地
域
の
情
報
を
随
時
提
供
な
ど

活
動
期
間

４
月
〜
翌
年
３
月

申
込
期
限

２
月
２８
日
�

申
込
方
法

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ

ー
ル
で
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
連
絡
先
（
電
話
番

号
）
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

そ
の
他

若
干
の
謝
礼
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
秘
書
課

�（
６２
）７
１
０
９

FAX（
６３
）１
２
４
０

hisho@
city.nasushio

b
ara.

lg
.jp田

舎
ラ
ン
ド
鴫
内

平
成
２３
年
度
「
農
園
・

園
芸
教
室
」
年
会
員
募
集

活
動
日

４
〜
１１
月
ま
で
の
土
・
日
曜

（
全
１１
回
）

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
１
時
３０

分
定

員

４０
人

内

容

①
野
菜
作
り

種
ま
き
や
苗
の
植
え
付
け
、
畑

の
手
入
れ
、
収
穫

②
花
苗
づ
く
り

種
ま
き
、
ポ
ッ
ト
へ
の
仮
植
え

費

用
年
会
費
４
０
０
０
円

（
種
苗
代
、
昼
食
代
）

受
付
開
始
日

２
月
１５
日
�

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

そ
の
他

収
穫
し
た
野
菜
や
花
苗
を
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

田
舎
ラ
ン
ド
鴫
内

�（
６８
）７
０
０
６

介
護
保
険
運
営
協
議
会

委
員
募
集

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
平
成
２４
年
４
月
〜
平
成
２７
年
３

月
）
の
策
定
等
介
護
保
険
に
関
す

る
施
策
を
審
議
す
る
「
那
須
塩
原

市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
」
の
被

保
険
者
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任

期
４
月
１
日
〜
平
成
２６
年
３
月
３１

日
（
３
年
間
）

定

員

・
第
一
号
被
保
険
者（
６５
歳
以
上
）

３
人

・
第
二
号
被
保
険
者
（
４０
歳
以
上

６５
歳
未
満
）

２
人

応
募
資
格

・
那
須
塩
原
市
に
３
年
以
上
在
住

し
て
い
る
こ
と

・
委
員
会
へ
出
席
が
で
き
る
こ
と

・
在
任
予
定
期
間
中
、
公
務
員
で

な
い
こ
と

・
在
任
予
定
期
間
中
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
お
よ
び
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
経
営
者
ま

た
は
従
事
者
で
は
な
い
こ
と

申
込
方
法

申
込
書
を
窓
口
へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い
（
募
集
要
領
お
よ
び
申

込
書
は
、
市
役
所
本
庁
、
各
支

所
介
護
保
険
担
当
課
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

申
込
期
限

３
月
４
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
高
齢
福
祉
課�（

６２
）７
１
９
１

マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
中
学
生
職
場
体
験
学
習
）

受
入
事
業
所
を
募
集

毎
年
、
市
内
の
中
学
２
年
生
が
、

５
日
間
学
校
を
離
れ
、
職
場
で
の

社
会
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
仕
事
の
体
験

や
人
と
の
関
わ
り
か
ら
、
社
会
の

一
員
と
し
て
大
切
な
こ
と
や
自
分

の
生
き
方
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
２３
年
度
の
実
施
に
向
け
て
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
体
験
で
き

る
よ
う
、
中
学
生
を
受
け
入
れ
て

く
れ
る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■西
生
涯
学
習
課�（

３７
）５
３
６
４

１６平成23年 2月 5日号



予
備
自
衛
官
補

（
一
般
・
技
能
）
募
集

自
衛
官
未
経
験
者
を
予
備
自
衛

官
補
と
し
て
採
用
し
、
所
要
の
教

育
訓
練
を
経
た
後
、
予
備
自
衛
官

と
し
て
採
用
す
る
制
度
で
す
。

普
段
は
学
生
・
社
会
人
で
あ
っ

て
も
、
自
衛
官
と
し
て
社
会
に
貢

献
で
き
ま
す
。

試
験
日

一
般
・
技
能
と
も
に

４
月
１５
日
�
〜
１８
日
�
の
い
ず

れ
か
１
日
を
指
定

試
験
会
場

・
一
般

宇
都
宮
市

・
技
能

自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地

（
埼
玉
県
）

対

象

・
一
般

１８
〜
３４
歳
未
満
の
人

・
技
能

１８
〜
５５
歳
未
満
（
保
有

資
格
に
よ
り
異
な
る
）

の
人

※
平
成
２３
年
７
月
１
日
現
在
。

教
育
訓
練
召
集
手
当

７
９
０
０
円
／
日

申
込
期
限

４
月
６
日
�

そ
の
他

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
次

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部

大
田
原
地
域
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）２
９
４
０

県
立
県
北
産
業
技
術

専
門
校
訓
練
生
募
集

入
校
月

平
成
２３
年
４
月

と
こ
ろ

県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校

（
那
須
町
高
久
甲５２

２
６
‐
２
４
）

訓
練
科
名
／
訓
練
期
間

①
電
気
設
備
科
／
１
年

②
観
光
サ
ー
ビ
ス
科
／
６
カ
月

③
機
械
加
工
科
／
６
カ
月

④
Ｎ
Ｃ
機
械
科
／
６
カ
月

対

象
離
職
者
等
お
よ
び
平
成
２３
年
３

月
に
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み

の
人
（
高
校
新
卒
者
）

定

員
各
科
と
も
１０
人
（
離
職
者
等
５

人
、
高
校
新
卒
者
５
人
）

※
観
光
サ
ー
ビ
ス
科
の
み
１５
人

（
離
職
者
等
１０
人
、
高
校
新
卒

者
５
人
）

授
業
料

無
料
（
教
材
等
購
入
費
が
別
途

必
要
で
す
）

申
込
期
限

２
月
２５
日
�

※
選
考
試
験
日

３
月
１１
日
�

申
し
込
み

・
県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校

・
公
共
職
業
安
定
所

問
い
合
わ
せ

県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校

�（
６４
）４
０
０
０

研
修
会
・
講
座
・
教
室

介
護
予
防

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

最
近
体
力
の
衰
え
を
感
じ
た
り
、

転
び
や
す
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

筋
力
は
２０
歳
代
を
ピ
ー
ク
に

徐
々
に
低
下
し
、
６０
歳
を
過
ぎ
る

と
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

安
全
な
器
械
や
プ
ー
ル
を
使
っ

て
か
ら
だ
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

専
門
家
が
指
導
す
る
の
で
安
全

に
行
え
、
膝
や
腰
等
か
ら
だ
の
痛

み
の
軽
減
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

と

き

①
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

４
月
５
日
か
ら
毎
週
火
・
金
曜

②
プ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

４
月
４
日
か
ら
毎
週
月
・
木
曜

※
約
３
カ
月
間
（
全
２４
回
）
行
い

ま
す
。

※
実
施
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
、

午
後
２
時
３０
分
〜
４
時

と
こ
ろ

シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

内

容

①
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

・
４
種
類
の
マ
シ
ン
を
使
用
し
た

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
ボ
ー
ル
等
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ

②
プ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

・
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
個
々
に
合
せ
た
運
動

対

象
６５
歳
以
上
の
介
護
保
険
認
定
を

受
け
て
い
な
い
市
民

定

員

各
１０
人

参
加
費

１
回
当
た
り
３
０
０
円

申
込
期
限

３
月
１８
日
�

そ
の
他

送
迎
あ
り
（
希
望
者
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

�（
７３
）２
２
１
０

●12月の火災と救急●
火災のテレフォンサービス
�0180－992009 （黒磯地区）
�（22）0119 （西那須野・塩原地区）
◎火災…建物 4件・林野 0件・その他 1件
平成22年の累計47件
◎救急…交通 48件・急病 195件・その他 99件
平成22年の累計3,995件
問い合わせ
黒磯那須消防組合消防本部 �（62）0864
西那須野分署 �（36）2300
塩原分署 �（32）2949

勤労青少年ホーム後期講座
勤労青少年ホームは、働く青少年が余暇時間を利用

して、スポーツや趣味、文化教養など広く活動の場を
提供することを目的とした公共の施設です。

乗馬体験
2月28日～ 3月14日 毎週月曜（全 3回）
午後 7時30分～ 9時30分
那須トレーニングファーム
乗馬を体験してみませんか

2,000円
2 月１８日（金）

対 象 おおむね35歳以下の市民、市内勤務の勤労青
少年

※定員に満たない場合は、上記以外の人も受け付けます。
※申込者多数の場合は、抽選となります。
その他 参加費以外に利用者会費として1,000円が必要
申し込み 勤労青少年ホーム �（73）5300

home@nshome.jp（住所、氏名、年齢、
電話番号、職業（勤務地）を明記してくだ
さい）

※午後 1時～ 6時30分。土・日曜、祝日を除く。
問い合わせ ■本商工観光課 �（62）7154

参 加 費15人

講 座 名

と き

と こ ろ

内 容

定 員

申込期限

平成23年 2月 5日号１７

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室

と
き

２
月
２４
日
�

午
前
１１
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

西
那
須
野
保
健
セ
ン
タ
ー

対

象

６４
歳
以
下
の
女
性

定

員

２０
人

内

容

・
講
話

「
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
知
識
＋
予
防
の
た
め

の
３
つ
の
コ
ツ
」

「
予
防
の
た
め
の
食
事
の
コ
ツ
」

・
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
事
の
試

食
会

・
家
で
も
で
き
る
運
動
の
コ
ツ

参
加
費

２
０
０
円

持
参
す
る
物

筆
記
用
具
・
飲
み
物
・
骨
粗
し

ょ
う
症
検
診
の
結
果
（
あ
る
人

の
み
）

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

西
那
須
野
保
健
セ
ン
タ
ー

�（
３８
）１
３
５
６

催
し

相
続
に
関
す
る

無
料
相
談
会

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間
」
で
す
。

栃
木
県
司
法
書
士
会
で
は
、
相

続
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

と

き
２
月
１
日
�
〜
２８
日
�

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
。

と
こ
ろ

県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

相
談
内
容

相
続（
相
続
登
記
、
遺
言
、
遺
産

分
割
協
議
等
）に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ

栃
木
県
司
法
書
士
会

�
０
２
８（
６
１
４
）１
１
２
２

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

と

き

２
月
２７
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

西
那
須
野
公
民
館

内

容
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と
、

成
年
後
見
制
度
、
内
容
証
明
な

ど
の
作
成
、
法
人
設
立
、
土
地

利
用
、
公
共
用
地
払
い
下
げ
、

建
設
業
等
の
許
可
、
自
動
車
の

登
録
、
交
通
事
故
保
険
金
請
求

に
関
す
る
こ
と

ほ
か

そ
の
他

予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

※
内
容
が
複
雑
な
場
合
は
、
事
前

に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

栃
木
県
行
政
書
士
会
那
須
支
部

事
務
局

�（
４６
）７
５
２
７

伸
び
ゆ
く
子
ど
も
た
ち

の
作
品
展

と

き
２
月
１６
日
�
〜
２２
日
�

と
こ
ろ

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
大
田
原
店

（
大
田
原
市
美
原

１
‐
３
１
６
８
‐
１
）

内

容
県
立
那
須
特
別
支
援
学
校
、
市

立
東
小
学
校
特
別
支
援
学
級
、

市
立
西
那
須
野
中
学
校
特
別
支

援
学
級
の
児
童
・
生
徒
の
作
品

展
示

ほ
か

問
い
合
わ
せ

県
立
那
須
特
別
支
援
学
校

�（
３６
）４
５
７
０

◆ ◆ 図書館だより ◆ ◆
ふるさと寄附金を活用して

ふるさと子ども文庫コーナーができました ＝西那須野図書館＝

「ふるさとに貢献したい」「好きな地域を応援したい」という皆さんから市に
寄附していただいた「那須塩原市ふるさと寄附金」を活用して、西那須野図書
館のおはなし室に「ふるさと子ども文庫コーナー」を新設しました。
今回は寄附金を活用して、図かんや調べ物・読み物の本、絵本など合計622

点の児童書を新たに購入しましたので、ぜひ利用してください。
問い合わせ 西那須野図書館 �（36）6001

ティラノサウルスが皆さんをお迎えしています！ ＝西那須野図書館＝

現在、西那須野図書館の正面入口では、全長約3.5mのティラノサウルスが
来館者の皆さんをお迎えしています。
この作品は市内在住の人が製作したもので、今にも動き出しそうな迫力満点

の姿に子どもたちも大喜び。まだご覧になっていない人は、ぜひ図書館へお出
かけください。
問い合わせ 西那須野図書館 �（36）6001

１８平成23年 2月 5日号



福
祉
の
お
仕
事

ミ
ニ
面
談
会

大
田
原
・
那
須
塩
原
・
那
須
エ

リ
ア
で
仕
事
を
探
し
た
い
、
自
宅

に
近
い
と
こ
ろ
で
、
空
い
て
い
る

時
間
を
活
か
し
て
仕
事
を
し
た
い

と
い
う
人
を
対
象
に
、
求
人
事
業

所
の
採
用
担
当
者
と
の
面
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

と

き
２
月
２４
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

※
受
け
付
け
は
午
後
３
時
３０
分
ま

で
。

と
こ
ろ

健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー

内

容

・
福
祉
施
設
・
事
業
所
の
採
用
担

当
者
と
の
面
談

・
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
相
談
員
に

よ
る
福
祉
の
仕
事
に
関
す
る
相

談
参
加
費

無
料

そ
の
他

予
約
不
要
、
出
入
自
由

問
い
合
わ
せ

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２

難
病
に
関
す
る
医
療
相
談

専
門
医
な
ど
に
よ
る
難
病
に
関

す
る
医
療
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

と

き

①
３
月
４
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

対
象
疾
患
：
呼
吸
器
系
疾
患

②
３
月
６
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

対
象
疾
患
：
神
経
・
筋
疾
患

と
こ
ろ

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

（
宇
都
宮
市
駒
生
町３３

３
７
‐
１
）

そ
の
他

相
談
は
予
約
制
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８（
６
２
３
）６
１
１
３

西
那
須
野
文
化
協
会

文
化
振
興
事
業

沖

守
弘

マ
ザ
ー
・

テ
レ
サ
写
真
展

生
涯
を
、
貧
困
者
や
孤
児
、
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
の
救
済
の
た
め
に

さ
さ
げ
た
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
。

「
コ
ル
カ
タ
の
聖
女
」
と
呼
ば

れ
た
マ
ザ
ー
の
活
動
を
、
日
本
に

初
め
て
紹
介
し
、
２３
年
に
わ
た
り

彼
女
に
密
着
し
、
そ
の
姿
を
撮
り

続
け
た
写
真
家
・
沖
守
弘
氏
の

写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

イ
ン
ド
の
貧
民
街
か
ら
世
界
中

に
「
愛
」
と
「
平
和
」
を
訴
え
続

け
た
マ
ザ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
触

れ
て
く
だ
さ
い
。

最
終
日
に
は
、
沖
氏
の
講
演
会

も
開
催
し
ま
す
。

と

き
３
月
８
日
�
〜
１３
日
�

と
こ
ろ

三
島
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

◆
講
演
会

と

き
３
月
１３
日
�

午
後
１
時
３０
分

演

題

「
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サその

人
と
愛
」

問
い
合
わ
せ

■西
生
涯
学
習
課�（

３７
）５
４
１
９

第 6 回 消費生活と環境展
と き 2 月20日（日） 午前10時～午後 3時 ところ いきいきふれあいセンター
◆トクするポイント！ ※景品等が無くなり次第終了します。
①会場内のスタンプラリーで抽選会に参加
②たい肥の無料配布（持ち帰り用のレジ袋を持参してください）
③ペットボトルを回収（45�のビニール袋一つ分で植木鉢進呈 ※先着50人）
④アンケート協力者にマイバッグをプレゼント
最大のおトクは…暮らしと環境に関する情報が得られることです
◆「ゆ～バス」を利用して １日楽しもう！ ※１日券（400円）で乗り降り自由。

※ゆ～バスの詳しい時刻表は、市ホームページをご覧ください。
問い合わせ ■本生活課 �（62）7126

利用路線名

黒磯・西那須野線

湯宮線

黒磯・西那須野線

湯宮線

黒磯・西那須野線

黒磯・西那須野線

黒磯・西那須野線

いきいきふれあいセンター前

１０：１９着

１２：１９着

１２：３４着

９：４４着

９：５１着

１１：１６着

１２：４６着

那須塩原駅経由

－

－

－

９：２４

９：３１

１０：５６

１２：２６

発車時刻

１０：１５

１２：１５

１２：３０

８：５０

９：００

１０：２５

１１：５５

黒磯駅発

湯宮発

西那須野駅発
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消
費
者
の
つ
ど
い

と

き

３
月
１２
日
�

午
後
１
時
１５
分
〜
３
時
５０
分

と
こ
ろ

三
島
ホ
ー
ル

内

容

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

②
講
演
会

「
気
を
つ
け
よ
う
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
」

〜
行
列
の
で
き
る
法
律
相
談
窓

口
か
ら
〜

講
師

住
田
裕
子
氏（
弁
護
士
）

定

員

４
８
５
人

入
場
料

無
料

※
２
月
１５
日
�
か
ら
配
布
す
る
整

理
券
が
必
要
で
す
。

整
理
券
配
布
場
所

■本
生
活
課
、
三
島
ホ
ー
ル
、

■西
市
民
福
祉
課
、
■塩
総
務
福
祉

課
、
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

そ
の
他

託
児
（
満
１
歳
以
上
）
を
希
望

す
る
人
は
、
２
月
２５
日
�
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
先
着
５
人
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
生
活
課

�（
６２
）７
１
２
６

第
６
回
那
須
塩
原
市
民

ス
キ
ー
大
会

と

き

２
月
２７
日
�

と
こ
ろ

ハ
ン
タ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
塩
原

対

象

小
学
生
以
上
の
市
民
、

市
内
勤
務
者
、
那
須
塩
原
ス
キ

ー
連
盟
加
盟
団
体
の
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
会
員

種

目

大
回
転
（
レ
キ
シ
ン
ト

ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
）
大
人
１
本
・

中
学
生
以
下
２
本（
２
走
１
採
）

※
小
学
生
は
１
部
・
２
部
を
設
け
、

２
部
の
ス
タ
ー
ト
は
コ
ー
ス
中

間
か
ら
と
し
ま
す
。

参
加
費

５
０
０
円

主

催

那
須
塩
原
ス
キ
ー
連
盟

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

２
月
２１
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�（
３７
）５
４
３
９

第
６
回
那
須
塩
原
市
民

ゴ
ル
フ
大
会

と

き

３
月
２１
日（
月
・
祝
）

と
こ
ろ

塩
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

対

象

市
民
、
市
内
勤
務
者

定

員

３
０
０
人

参
加
費

３
０
０
０
円

※
ほ
か
に
プ
レ
ー
費
７
０
０
０
円

（
セ
ル
フ
・
昼
食
付
）
が
必
要
。

主

催
那
須
塩
原
市
ゴ
ル
フ
連
盟

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

３
月
１１
日
�

午
後
５
時

申
し
込
み

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�（
３７
）５
４
３
９

塩
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

�（
３５
）２
２
１
１

問
い
合
わ
せ

塩
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

�（
３５
）２
２
１
１

第
１１
回
那
須
塩
原
市

エ
ン
ジ
ョ
イ
ナ
イ
タ
ー

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

オ
ー
バ
ー
３３
歳
、
オ
ー
バ
ー
４０

歳
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

と

き
４
月
５
日
〜
１１
月
１５
日
の
毎
週

火
曜

午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

く
ろ
い
そ
運
動
場
サ
ッ
カ
ー
場

対

象

①
オ
ー
バ
ー
３３
歳
チ
ー
ム

今
年
３３
歳
に
な
る
人
お
よ
び
３３

歳
以
上
４０
歳
未
満

②
オ
ー
バ
ー
４０
歳
チ
ー
ム

今
年
４０
歳
以
上
（
女
性
は
２０
歳

以
上
で
混
成
可
能
）

内

容
８
人
制
エ
ン
ジ
ョ
イ
サ
ッ
カ
ー

定

員

各
８
チ
ー
ム

参
加
費

・
大
会
参
加
費

５
０
０
０
円

・
年
間
チ
ー
ム
登
録
費２

０
０
０
円

・
年
間
個
人
登
録
費

１
人
当
た
り
５
０
０
円

そ
の
他

参
加
選
手
は
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保

険
等
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限

３
月
１１
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

那
須
塩
原
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

（
増
子
）

�
０
９
０（
１
６
５
４
）９
１
９
７

【お詫びと訂正】
広報なすしおばら 1月20日号の10ページに掲載
した屋外広告物禁止地域略図の凡例に誤りがあ
りましたので、お詫びして訂正いたします。

おめでとうございます
大 会 名 第１６回アジアマスターズ陸上競技選手権大会
開催日／場所 12月 6 日～12日／マレーシア
大会結果
◆四ッ谷辰栄（石林） Ｍ70（70～74歳）の部
800� 第 2位 2分53秒64
1,500� 第 2位 5分49秒04（県新記録）
◆四ッ谷孝子（石林） Ｍ65（65～69歳）の部
800� 第 1位 3分26秒03
1,500� 第 1位 6分53秒13 ※敬称略

屋外広告物禁止地域略図

２０平成23年 2月 5日号
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参 加 者 募 集 中

新緑の温泉街を走り抜け、心地よい汗を流してみませんか。
今回は、ゲストランナーに市河麻由美さんをお招きします。

と き 4 月29日（金・祝）
ところ 【開・閉会式】塩原中学校

【コ ー ス】塩原温泉街道路折り返しコース
種目および参加資格 10㎞ 男子：高校生以上、女子：高校生以上

5㎞ 男子：高校生以上、女子：高校生以上
3㎞ 中学生
2㎞ 親子ファミリー（小学生と親のペア）
※年齢は平成23年12月31日の満年齢。

【従来の大会との変更点】

・クラス区分「10㎞女子全般」を「10㎞女子39歳以下」
と「10㎞女子40歳以上」に分けました。

・ 5㎞に「男子39歳以下」のクラスを追加したため、
5㎞男子の参加資格が高校生以上に変更になりました。

※詳しくは大会パンフレットをご覧ください。

参加費 【一般】 2,500円 【中学生】 1,000円 【ファミリー】 3,500円
参加賞 Ｔシャツ（高校生以上）、タオル（小・中学生） ※完走者に完走証を当日発行します。
申込方法

①郵便振替（最寄の郵便局窓口）
所定の申込用紙（払込取扱票・コピー可）で、参加料の支払いと参加申し込みが同時にできます。

②インターネット
ネットエントリーサービス（RUNTES ■HPhttp : //runnet.jp/またはスポーツエントリー ■HPhttp : //www.
sportsentry.ne.jp/）で参加申し込みができます。
参加料はコンビニエンスストアまたはクレジットカードでの支払いとなります。

③大会事務局（塩原温泉観光協会）窓口で、参加料を添えて直接申し込むことができます。
申込用紙設置場所

塩原温泉観光協会、■本商工観光課、
■西産業観光建設課、■西スポーツ振興課、
■塩産業観光建設課、ハロープラザ、
くろいそ運動場、にしなすの運動公園、
塩原B&G海洋センター

申込期限 3 月10日（木）（当日消印有効）

申し込み・問い合わせ

〒329‐2921

那須塩原市塩原747

塩原温泉湯けむりマラソン全国大会事務局

（塩原温泉観光協会内）

�（32）2512

＜市河麻由美プロフィール＞
元三井住友海上火災陸上部
‘99セビリア世界陸上出場
‘00北海道マラソン優勝
現在、ランニングアドバイザー
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那
須
野
が
原
博
物
館
の
地
学
分

野
（
研
究
史
）
と
し
て
、
提
橋
昇

氏
に
よ
る
地
下
水
調
査
資
料
を
収

蔵
し
て
い
ま
す
。
電
気
探
査
機
を

は
じ
め
、
地
下
水
調
査
の
手
書
き

の
デ
ー
タ
や
記
録
写
真
、
地
学
ク

ラ
ブ
の
研
究
成
果
な
ど
、
約
１００
点

を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

那
須
野
が
原
に
お
け
る
地
学
研
究

の
成
果
の
み
な
ら
ず
、
産
業
史
の

資
料
と
し
て
も
大
変
重
要
で
す
。

那
須
野
が
原
は
複
合
扇
状
地
で
、

山
地
に
近
い
扇
頂
部
か
ら
扇
央
部

に
か
け
て
砂
れ
き
が
厚
く
堆
積
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
面
に

水
が
し
み
込
ん
で
し
ま
い
、
地
表

に
水
が
残
り
に
く
く
水
利
に
乏
し

い
地
域
で
し
た
。

提
橋
氏
は
昭
和
２５
年
に
県
立
那

須
農
業
高
等
学
校
（
現
那
須
拓
陽

高
）
に
赴
任
し
、
地
学
ク
ラ
ブ
の

指
導
を
兼
ね
て
地
下
水
の
調
査
を

開
始
し
ま
し
た
。
昭
和
３３
年
、
旧

西
那
須
野
町
の
依
頼
を
受
け
、
電

気
探
査
機
に
よ
る
簡
易
水
道
用
地

下
水
源
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
成
功
を
収
め
た
こ
と

に
よ
り
、
地
下
水
の
調
査
依
頼
が

殺
到
し
、
そ
の
後
県
内
各
地
で
３

０
０
０
回
余
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

地
下
水
の
探
査
技
術
は
、
特
に

農
業
分
野
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
地
下
水
の
計
画
的
な
利

用
が
可
能
と
な
り
、
那
須
野
が
原

を
中
心
に
水
田
化
が
急
速
に
進
み
、

飛
躍
的
な
進
展
を
遂
げ
た
の
で
す
。

電
気
探
査
機
は
、
現
在
常
設
展

示
室
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
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「
編
集
後
記
」

▼
花
粉
症
の
人
に
は
苦
痛
の
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
報
道
で
は
今
年

の
飛
散
量
は
昨
年
の
１０
倍
に
な
る

地
域
も
あ
る
よ
う
で
す
。
今
ま
で

花
粉
症
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
年
は
デ
ビ
ュ
ー
か
と
ド
キ
ド
キ

し
て
い
る
毎
日
で
す
。

○小

▼
夕
方
か
ら
花
市
を
取
材
し
た
。

縁
起
物
を
売
る
露
店
を
見
る
と
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
気
分
に
な
る
。

懐
か
し
い
と
い
え
ば
、
博
物
館
で

「
昭
和
の
く
ら
し
」
の
企
画
展
が

開
催
中
だ
。
昔
使
っ
た
「
削
り
ブ

シ
器
」
を
見
つ
け
た
時
は
懐
か
し

か
っ
た
。（
年
が
ば
れ
る
）

○戸

▼
今
年
も
成
人
式
の
取
材
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
既
に
１０
回
以
上
成

人
式
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
年
も
新
成
人
の
人
た
ち
は
す

ご
く
楽
し
そ
う
。
き
っ
と
思
い
出

に
残
る
成
人
式
に
な
る
の
で
し
ょ

う
ね
。
ち
な
み
に
私
の
成
人
式
の

思
い
出
は
、
強
風
で
飛
ん
で
き
た

バ
ケ
ツ
が
車
に
当
た
っ
た
こ
と
で

す
。

○興

▼
今
回
の
取
材
で
皆
さ
ん
が
言
っ

て
い
た
の
は
「
塩
原
の
魅
力
は
歩

か
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
」。
昨
年

塩
原
の
渓
谷
歩
道
を
歩
き
、
そ
の

す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
。
今
年
は
文
学
碑
巡
り
や

歴
史
散
策
に
も
挑
戦
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
歩
い
た
後
の

温
泉
も
忘
れ
ず
に
。

�鎌

さげ はし のぼる

提橋昇氏と
地下水調査資料

Vol.10

右：電気探査機による調査の様子
左：西那須野町簡易水道用地下水源

調査の揚水試験

地下水の調査で使用された電気探査機

貴重な資料の数々


